
【教員の教育研究業績等】

氏　　　名 野中　博史 　所　属 文化表現学科 　職　位 教授

研究分野 文学、言語学／社会学関連分野 　学　位

資格・免許

担当教科

 1　教育方法の実践例

 2　作成した教科書、教材

 3  教育上の能力に関する大学等の評価

 4　実務の経験を有する者についての特記事項

 5  その他

単著
共著
の別

発行又は発表の年月

　（著書）

図書館司書

短大生基礎力演習、キャリア形成基礎講座、キャリアスタディ（企業人に学ぶ）、ゼミナールⅠ、
ゼミナールⅡ、図書館概論、図書館サービス概論、情報サービス論、図書・図書館史、
図書館情報資源特論

学士（日本文学）

教育上の能力及び職務上の実績に関する事項

年月日事　　　　　　　　項

1．日本発明振興協会発明大賞等表彰事業委員
2．東京都新技術発明制度表彰選考委員
3．東京都大田区中小企業新製品表彰選考委員
4．宮崎日日新聞PTA新聞審査委員長

平成７年～８年
平成７年～８年
平成７年～８年
平成16年～20年

1．宮崎市企業開発委員会委員
2．宮崎県ＩＴ戦略会議委員
3．宮崎県ＮＩＥ推進協議会会長
4．松戸市環境審議会委員

平成17年～20年
平成17年～20年
平成19年～20年
平成25年～平成29年

研究業績等に関する事項

1．新聞記事を活用した教育（ＮＩＥ）の実践
2．メディアのコミュニケーション効果に関する体験授業
3．地域新聞・雑誌などの制作と発行

昭和60年より継続して実施
平成18年より継続して実施
平成18年より継続して実施

1．報道と世論
2．報道とコミュニケーション
3．誤報の特性
4．報道による意見形成効果（パワーポイント）
5．小論文の構成法

平成16年
平成16年
平成17年
平成19年
平成23年

1．宮崎公立大学、聖徳大学で紀要に８本の論文を掲載
2．宮崎公立大学学生部長・国際交流委員長・地域共生委員会委員長
3．聖徳大学短期大学部総合文化学科長・同ＣＯＣ委員長

平成17年より平成28年まで
平成17年～18年
平成25年～29年

著書、学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

1．ハイテク企業最前線－技術大国日本の実像－
2．生命操作社会からの警告－デス・コントロール－
3．生きるを楽しむ
4．水雷砲艦「千島」の火夫」
5．未来への提言：10年後の宮崎を展望する

単著
単著
共著
単著
共著

昭和60年６月
平成６年２月
平成９年５月
平成18年10月
平成20年

教育社
三一書房
メディアポート
宮崎エッセイストクラブ
宮崎公立大学編　鉱脈社



（論文）

単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著

共著

平成９年５月
平成17年３月
平成18年３月
平成18年10月
平成18年3月
平成19年７月
平成20年3月
平成21年3月
平成22年３月
平成23年３月
平成25年３月
平成26年３月

平成28年３月

単著 令和元年３月

令和３年３月

令和４年３月

　（その他）
単著

単著

平成23年３月

平成24年３月

1．文章力・思考力向上のための練習手法の開発

2．文章力向上に向けての手法の開発－要約力向上
からのアプローチ－

聖徳大学短期大学部国語国
文学会誌
聖徳大学短期大学部国語国
文学会誌

11.コンピテンシー到達度自己評価の分析と課題 : キャ
リア教育の教育効果に関する考察
１2．旧制高等学校寮歌に見る理念と思想性 : 寮歌の
語彙分析 自由・真理・自治
13．高木兼寛の人間像をめぐる一考察 : 幸徳秋水・福
沢諭吉・森鷗外とのシンパシーの共有

聖徳大学生涯学習研究所紀
要
聖徳大学短期大学部国語国
文学会
聖徳大学短期大学部国語国
文学会

1．クローンの危険性とは
2．リスク情報における蓋然性と報道萎縮の考察
3．報道による意見形成効果－ＮＩＥへの指針－
4．風評被害の本質－人は噂に惹かれる
5.報道による意見形成効果－意見の寡占化とその修
正
－
6．不合理なニュースの受容－合理的精神の欠如
7．高木兼寛論－我女工の哀しみを知る－
8．言葉のイメージと情報受容の相関関係--NIE指導法
の考察

9．教材としての新聞の適正性と適切なNIE指導法に関
する考察
10. 文章力・思考力向上のための練習手法 : 要論筆
記ノートの活用を通じて

高知新聞
宮崎公立大学紀要12巻
宮崎公立大学紀要13巻
みやぎん経済研究所月報
宮崎公立大学紀要
宮崎公立大学紀要
宮崎公立大学紀要
宮崎公立大学地域研究セン
ター
聖徳大学紀要第42号

聖徳大学短期大学部国語国
文学会
聖徳大学短期大学部国語国
文学会
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